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研 究 t

東欧社会主義経済における 

「経済改革:」政策の基盤 m

平 野 維 子

(一 ）

’‘Reform of The Economic Mechanism in Hungary 
Development 1968一7 1 " {edited by OTTO GADO, D' 
L L . )は，ハンガリ一語 で 書 か れ た "Kfizgazda55をgi 
szabalyozo rendszeriink tovabbfejleszt^se*^「找か国 

における経済調整システムの発展J (本書の10享）と， 

Kozgazdasagi es Jogi Kiado (11章と12章）の 2 つの書 

狗を，英訳出版を機会に合体構成されたものである。 

そして1971-1975のハンガリー経濟の第4 吹 5 力年計 

画の段階で、，外国人の読者にハV ガリーの経済コント 

ロールと管理システムの調研梵を行わせるよすがと 

したいとして干IJ行されたと麵者の;？文で説明している 

(P. 7 ) (ブ タ ペ ス ト で 1972. 9 入 手 )。

その内蓉と執筆者及びその肩書を示すことで本書の 

意! ミを明らかにすると次の如くである。

第1 章価格システムとその発展（Pえ1 Vallus-De- 
puty President. National Office for Price and Materials, 
Ldszlo Racz—Head of Department, National Office for 
Price and Materials),

第2 章企業所得調整（S^ndor Ferge—Head of Dレ 

vision, Ministry of Finance, Laszlo Ontal一Economic 
Adviser, Ministry of Finance),
第3 m 賃金調盤とジタ働管理(iBtvan Buda, Deputy 

Mmiater. Ministry of Labour),

第4 京外閣贸描における調盤 (Sandor Czeitler. 
Deputy Minister. Ministry of Foreign Trade)
I 第5 章 世界 7f爛侧格と国内価格（L, Raca 
Imre Vince, Deputy Minister, Ministry of FinancG),
第6 章私的消費についての調盤(Mrs- J, Keseru 

—Minister of Light Industry),

第7 章経坑成長の調整 (Ivan Bereiid. Head of 
Division, National Planning Office). (Laozlo . Szabo,

i 、

Manager, Hungarian Development Bank) *
第8 章流動資産の管理と信用供与（Mikl6s Pulai, 

First Deputy President, National Bank of Hungary), 
憩 9 章生産物小売売上高の調整(Pal Vallus, ijif 

出)，

第10章技術的部展と経濟調整 .(Janfe Sebestyen) 
(Deputy President, National Board for Techological 
Development) *
第11章愛糧生産における特別調整(Kalman Kaza- 

recki, Deputy Minister. Ministry of Agriculture ana 
Food),

第12章地方行政機関の経済活動：その発展と'調整 

(Lajos f'aluvegi, Minister of Finance), (Lajos Papp, 
Secretary of State* President of tho Local Council Office 
of the Council of Ministers).

執筆者の肩書をみれば,現職の大臣もしくは高級官 

僚の役職にある人ノバて、，これが®人の見解にとどまら 

ず，ハソ ガリ一政府の公的鬼解に準じて理解さるべき 

ことがわかる。

序文の執筆者Deputy Prime M in is te rであるDr. 
Matyas T im a rは，ハンガリ^ における"間接的な経 

済統制と管理" が新しいシステムとして，細@化され 

たfl'画の直接通達方式にとってか:b られ，今テストさ 

れている，という。

r経験は我々に次のことを雄信させる。経済発肢の 

計画的性格の独化に加えて調當システムは企業の自主 

性に広い勘を与えると，それは技術究液の世界的斌向 

を見出させ，労働の国際的分業の広大な結合，需要と 

供給の間の均衡の設生廣諸要素のより効果的な紀 

分の速成を类現させ，113民経济の利益に,Iじじたよリ弾

82(6'94)

i i i

- 、)：：ニンビス: :‘m ，ザ : ^ ^ : ねパス: も.:ぶ チ おをjな 旧 で：: ; : ご■； u"'■■■■■n ■■■■ m i■■■ ■,mi— —

I
m

パ

M

I
I

i

n
_
_
_
_



鞭 …
な ば 'Vあにもが?t?ザ 《お'iあ;

東欧社会主義経済における•■経访改苹J 政策の基盤m

力的な経済を保証する」（P.11)。

「1970̂ }-こでおわる5 力年間にハンガリ一における‘国民 

所得は40%増大した。工業部門における生産性の増大 

は，大きな障害にもかかわらず著しく改良されたJ。 

「生産性と効率を増大する重耍な手段は企業におけろ 

管理と組織的な労働の改言である。ハンガリーにおけ 

るビジネス組織化の理論と现突はすすんだ/K単と、わ 

れるにはまだ程遠く，発展:はコンビュータ一技術めプ 

ログラムに対する適用から期恃されるJ 。

ri9 7 1年からはじまる国民経済ii画でわれわれはよ 

り大きな決定の自tinこ向って道を妬かねばならないし 

ひらぐことができるでちろうJ。

rハンガリ一の生活水準は箸しく上ったが，賞金政 

策め主要な課題の1つは， "同一労働同一賃金"原則 

の美現とよりよい施行によるこまやかな区分を保証す 

ることである。他の評題は，この目的達成に有効な手 

段である家族手当と年金のより適切な行政措置による, 

家族内の1 人当り所得における余りに大きな差提をち 

ぢめることであるJ。

「ハソガリーの1970年の外国賀息総額はドル換算 

40 0億であり，ハンガリーのよう.な小国では大幅な外 

ぽ資易なしに労働の国際的分業を合理的に結合できな 

いから，この額の達成は大きな意味をもつのであろ。

ハンガリ一外国貿易の安定性は国’民経清計画について 

の社会主義経済諸国の相互調整に支えられた長期の貿 

易協定によって決定されるものである。■….調整シス 

チムは社会主義のバ一トナーに对して相：5：の責務に応 

ずることを可能にするばかりでなく，資本主義諸i と 

の交易においてダイナミックな局面を剑始することを

可能にする。外国資易におぃて最も重要な課題は効本 

を増大することである。今ロ，われわれは外国資易に 

おける商品の型やその経済的効率に必ずしも満足して 

ぃなぃが,'最適の経済構造を発展させるには時が必要 

である。経済の近代化は2 つの要素にかかわる。その 

1 は最もよいこと.最も進歩していることをより発展 

させるため急速な前進をさせることであり，その2 

は最も進歩してぃなぃ部分を展開させようとすること 

である。投資,発展,助成金に関するわれわれの政策は， 

徐々にゴ ー ル に 向っ て進行するということでる_K

「ハソガリ一国民経済計画が経済発展に関しでォプ 

チィ，ミズムであること，ハンガリ,一め国民所得の成長 

率が最もダイナミックな!！々 に未だ及んでV、ないとと 

をわれわれは熟知してぃる。経游調整と管a の新し ' 
システムの採用でもる今次改i'ねよ未だフルコースをラ！！ 

ってぃなぃ。来たるべき年か,近い未来にきてぃるも 

ろもろの諸結采がいかなるものとなる力、示レてくれる 

であろうし，さらに3^このことがわれわれの目的一一- 
より高いレペルでの社会主義の建設一一をわれわれに 

速成させ.てくれるでもろう」。

(ニ )

序説の執ま者0TT 6  G A D O は，本書の編者でもあ 

るが，彼は■家計画筒の次宵（Deputy President) の任 

にある。

彼によれぱ， "改ホ"尊人後の経済発展の主要な特 

色は次の如く.である。

*■工業の成長率は1969ザに僅かに減少した後, 1970

注（1 ) 0 TT6  G A D 6によると，r"調整システム" なる概忿は"(H]接的経済調整" そのものを意味する。J ("Reform of tho 
Economic Mechanism in Hungary Development 1968—1971" translated into English by T, Bdcskai, G. Dienes, 
Gy. Hajdu and J. Racz, Akademiai Kiad6, Budapest 1972, p. 1 5 .)「経済調制と管理シスr ム ニ 改 ぜ 済 政 策 の El 

糖を突現するず.段である。ズンガリ一経済は中央集権的計画化方式である。その原則*経済調整の方法と主要な方策は 

闇民経済計!Riiに従って決定される。 ，

改本の目的は計py調盤された社会zt義市場の作/11と中央計画とをつなぐことでり， 接:生産者に市場の政接的燃響 

をとうむらせることであるが，しかし主要な方向と発展テンポは計画に'よってま接決定されている。すなわち社会主義 

的計画経済機偶のバックボーンと中心は，経済政策の旧標，国家の直接め決定と調盤め主要な力1̂]をふ <:む国民経済評 

iffijであるが. IHK；経済の[i標とつりうよう企業の決定を方向づける調整システムはこの中心と不两分の係にあるJ。 
f■国民経博5 ヵ尔象I.画は議会の715；認をうけ, 針画の成就，すなわち経済政策の資りiを方向づけ，管现する公的機関として 

の0 家を拘来する（義務を/̂ 1わせる)。経済管现のハ' /ガリー的特質は，国民経済計iiiがもはや智や，さらに企榮に対 

しで失敗しないことfこる。緒企業はKl主め?；i足に対して/ 、飢域をみとや られている。 業権服の限界m m 機関に 

よって決定される。それは通常摊った局而から経済全体に対して任をとる"機能め機邮’ 'を意味する。企業決定の総 

休が国R経済の計画m標と一致するだろうという- とをfti証する"詞盤機構"のP力力を借りてなされるJ (ibid . p. 15~p., 
18). • ： .

★ (原許）"この調盤機IKは National Planning Omce. the Minister of Finance, the Ministry of 丄aboiir, the 
National Board for Prices and Materials, the National Bank of Hungary, and so on," p . 1 8 . の参加による<>

8 3 (^ 9 5 )



東欧社会主義経依における「経済改舉 J 政 策 の 墓 盤 ra

年にはWび増大した。過去の数くTザロつ，蓄積の総投資は 

やや減少したが，建設部門における需要と供給の間の 

均衡を全く回復させた。消費は年次計画に照it；しつつ 

増大してきたが，しかも生産より速いテムポをもって 

いる。このことは增大した輸入に力Uえて，到達目標と 

して記録された生産の成長率をこえた最終消費の成長 

举を導き出す。改 |̂̂ :がすすめられた時,準備期間中と 

られた方策によってホ場は平静であったが，1969年の 

はじめ状況が悪化した。さらに1970年，消費の急速な 

成長にもかかわらず，新しい方策のインパクトの下で 

市場は均衡化してきたといえるJ。

「価格水準の安定性は本質的に雄持されてぃる。消 

費財の価格と瘦設部門の価格は1968年の中頃騰貴し 

たが，全価格水準を考慮に入れると通常に比して1〜 2 
%以上腾貴しす;とはいえないJ。

「労働時間の大幅な滅少は多くの生産部門に影響を 

与えた*> そして農村部の工業発展はすすんでいる。 

1 9 6 8年〜6 9 年この問，生産性の墙大は満足すぺきもの 

とはし、免なかっすこ。 それは高、雇傭水準の保護を一時 

的に推進する調整システムに帰せられるぺきもの，す 

なわち効率を墙大.補強するよりは人力の漸次的増大 

を可能にすることでちったJ。
「外国貿易につI 、てはM- T im arとほぽ同意見であ 

る。そして1 969ゴにおける消費財の取引における在 

庫量の減少は社会的需要への供給に対してややめんど 

うな効果ををったが，1970尔に在れは調整の修正によ 

って補充されたj 。

「企業の技術的発展は,この想期間に望ましい効果 

をちげたとはいえない。 しかし経済調整と管理の新し 

-いシスチムの導入の期間の経験は改革の基本方向が妥 

当であることを確信した。経済調整を伴うiriiii管理， 

市場要素の活動性，企業の0 律性への解放は有用性を 

謠明した。われわれの調整管理システムの基本原训は， 

第 4 次 5 力年評幽の過程で修正される必要iはなレ、J。

•'経 済 調 整 機 構 の 虫 要 な 的 ，'よ企業の決定に影響力 

をもっことで , 国民経済の t-jm t k M ii - i i i  

i ; であろ。調盤は化途のすぺてをカバーしある程度  

までの掀大の課題まで包含する J。

「出央管理の効率が企業管理体の主権の拡大によっ 

て減めされるかとうかとぃう fin週が ;y:,じる。われわれ 

の老えでは， この主権の飢域の分権化は，園民経済的 

躲模での発城の主 -要な問題に対して 4>央 の 諧 機 圓 （の 

a:権）がより多くゴ，ネルギ …を集•，い さ サ る 中 央 集 権  

的管理り効かを⑩めることになる。充展の主廣な方向

と発展チンポを決走する課題は常に許画のわく内で中 

心的に決定される。企業主権の鎮域の限界をセットす 

る経济調整を発展させることによって，われわれより 

広 い H 主制を I t 迎すを企業管理体が国民経済計画にも 

とづく経済政策と対応して行動するよう忍耐づよく希 

望する。 これこそ，われわれの中央赞理がこのシスチ 

ムの中でより効率的となるであろうという意味であ . 

るJ。

「経済調整とは， 庚のところ * ゾ体何でCもろう力、。 

直接的な国家中夾での諸決定は， 国民経済の基本的発 

展諸目標のいくつかの成就を対象としその達成の様  

式に関する指令に支 ‘えられている。 ifc接 経 済 調 整 の ， 

本質は， 国民経済的で個々的でもある諸利益を結びつ . 

け る 特 別 の 企 業 利 益 を 創 造 し こ れ ら 3 つの異った利 . 

益のクイプの間の連携をとりもつ方向を保証しようと 

することである。 もし調整システムが本来的に作動す 

るならば,国民経済の諸利益と同一方向をめざす結果 

(合力）をひきだす，相互に影響する企業の諸利益をひ 

きたたせるよう作用する。

この調整は，企業に次のような問題に関心をあつめ 

させる。

①需要に照応する商品をを廣し宛買するに有効であ . 

る権能を最適に利用すること。

②品質のたえざる向上にしげき的努力をして，可能 . 

なかぎり最小の投入での産 [ii (取引）を実現すること。

③生産を拡大するために必要な金融手段をおき , 技_ 

術的発展の比較的高い比率を達成するよう努力するこ

④ *男:働者と動労者の個人的所得の増加を保証するこ. 

とj « ，

〔諭点 III〕

調盤はこれまでは国民経済の発展から要請されるよ 

うな満足すぺき効果をもってきていないし，次の分野 

における経済的諸条件に影響を与えてもこなかった。

® 社会主義的計画経済及び商品関係の組織的単位 : 

を 現 す る こ と に な っ て い る メ 力 ニズムは，企業が [15, 

民経計画にしたがって規制された市場のインバクト  

のもとに編入されるということを予想する。 しかも， 

国内ポ場は，企 業 問 の "競争 " なしに，すなわち売手 

と買手の位 fŜ がすくなくとも乎 ‘等，又は買ホの位置が . 

より称利であるような rif場の諸条件なしに ®常作用し  

なぃ。 .

「いくつもの方後は競 # を拡大させる力 '向へむいて .

84 (696)
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來欧社会主義経済における r経済改本 J 政 策 の 基 盤 1«

:いるけれども，経済的競-华の条件はまだ必要なひろが 

りまで発展していな' 国内競ダトは，故意に領域を限 

定されており，諸条件が好都合で，競争が,全体とし 

ての国民経済のデな度からみて進歩的結梁を生ずると思 

われるような領域に制限されている。市場の妥当な発 

展のために，計画と市場を閲連づけて考える考え方か 

らひき出される利益は，十分に主張されていない。こ 

のことは傘に調整装置に帰因するのみならず，供給の 

不十分さと組織的な問題，すなわち二者の相互の影響 

に帰因されるべきでもる.1。
r改本のより遗い肩面， すなわち生産のパク一ンの 

焚質は， 医!内市場と競争の諸条例の漸次的発展， まず 

輸入における競争に継 71̂ される可能性のより集中的な 

利用を要請する。多くの生産企業は，外国の会社と外 

国市場で競争しており， それが技術的発展に関して生 

.産に刺激的効衆を与えていることも想起されねばなら 

ない。やはり，われわれは合理的な ffl域の中での市場 

競 -ダトをしげきすること，妥当な限界内での独占的組織 

め市場形成の役割を保つこと，そして計画化と国家活 

動を調整の助けをかりて社会的利益の方へ経済活動を 

むけるように努力している J。

「経済的鏡争は調整装置を修正するとともに調整装 

置に依存してもいる。 調盤装置を設なしたときに， 国 

，内市場と競ホがその下で作用する諸条を考慮するこ  

とが必耍であり，同 時 に 調 整 装 置 が 鏡 の 展 開 を 推 進  

す る こ と に つ い て 選 択 さ れ る べ き で る J 。

⑧ 「適用された利潤に対する課说システムは，企 

業 を 生 産 諸 要 素 （資を+ K 金）に対するその比率をあげ 

ることによって禾IJ潤を増大することに関心をもつよラ 

にさせる」。

rこれあでの所得調整システムは，生産にひき入れ 

られた資金や賃金額の查，定において一様な原則を適用 

することを对能にしてはこなかった。その最大の問週 

は雇傭の塌大と貧金水準の増大のコストがぱらぱらに, 
そして独々のことなった程度で評価されてきたことで 

ふる」。

r货金水準調整システムは，货金水準が余りに高く 

騰贵しないようにする蓝本的な必要条件を充たし企 

業問の拡大された特殊性を挑除してきたけれども，労 

働管?Jiと想律に関する効果， 2 つに1 つの激し'̂ 、発展 

を選択させようとする中でのあやまりは修正を要請す 

るj »

r国民経済計画にくみこまれた菩積と消費の問の比 

率を確保するためには, 4 ,央り決512は企業利满をそれ

ら相互のいかなろ移動をみとめない 2 つのプァンドに 

分割してきた。館一は個人的所得の増大のための資金 . 

第二は発展という目的に結びつけられている資金。国 

民経济の現在の譜条仲の下で妥当で i b り正当とみなさ 

れるこの方法は，企業の効率の跨!大に関してる限定 

的効果があるJ 。

©  「改xYi：の主要な目的の1つは，技術的進歩を(51.  

進すること，更に適切な生産のバタ一ンを発達させる 

ことで効率を増進することである。調整シスチムは， 

企業の発展のためのファソ ドの形成に関係するかぎり， 

完に目的を到速してきたとはいえないことがだんだ 

ん明らかになった（15?点は原文イタリック）J。
「相対的 に 高 い 率 と は い え フ ァ ン ド の 堆大は期恃さ 

れたよりも低い率でしか形成されなかった。 これは信 

用 に よって促進されえたのである力';,このフ ァ ン ドの 

増大の仕方は信用の有効性に限定を与える J。
r企 業 の 財 源 か ら の 蓄 積 コ ス ト の 調 達 で 、あ る 自 己 金  

融 の 原 则 は 多  < の 点 か ら 正 当 で あ り .未 来 の 投 資 の 配  

分 に つ い て も あ 察 に 値 す る 。 し か し ね ら ， 樊 施 は ゆ  

き す ぎ な し に は お か な い 。 と い う の は 計 回 iに く み こ ま  

れ ナ こ 発 展 に つ い て の 自 己 金 融 は ， 価 格 水 準 の 不 当 な 騰  

贵 ( 己 金 融 価 洛 と 、、わ れ る ) を 結 果 し 国 民 経 済 と 不  

可 分 の 企 業 力 、ら 昔 酷 な 投 入 を 要 求 す る よ う な ， わ る 発  

展 の 実 現 を 妨 げ も す る か ら で ち る J。

rこの分析の主耍な結論を耍約すれば，調整  'ンス r  

ムの促進は，基本的な諮原则のさらに必然的な帰結の 

適用からみちびかれる妥当なタイムリ一な課題である， 

という主張である。発展にとって必要性とタイムリー 

な意義は次の如くでチる。

①調整 シ ス テ ムの第一の特色は行を必然的にふく 

んで'いるということである。出発点で採用された座本 

的原则を充足するシ ス テ ム は ， 移行の時期のもとで漸 

次展開されうるのである。

②経驗をふまえて， さらにてっていした新しいメ力 

ニズムの諸原則の適用とそれらの展開の促進は可能で 

あると安心していうことができる。

③加えてず定的敏向もいくつかの点でみることがで、 

きる。これらは経済政策の0 標の十分な実現に对して 

障害となっている。

〔論点 IV〕

1971〜 1975ィド4こわたる雄4 次5 力印‘計画の譜目標も 

又，この問接的経济調盤装旗の調節を要請している。

の本質的変化は，経坑政饿の新しい諸1̂ 懷を意味す
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里 ^ 1 会主 義 経 济 に お け る 「経 済 改 革 , 政 策 の 基 盤 III 

^ と 理 解 さ る べ き で は な く て ， メ 力 ニ ズ ム を 形 成 し た 工 業 で の す べ て の 有 効 な 能 力 を 開 花 さ せ な ぃ 。 し か し

ときに，すヤ'に考慮にいれられて、、た効率の必要条件 

を計画が更に厳守する，という方向づけであるンそし 

てこれは調整シ ス テ ム の基本的原則の、か な る修正を 

も必與としない。しかも計画の諸目標は,調整装置の 

シ ス テ ム が，効率と均 衡 という両必要条件のよ り 一 |T 

した課題を可能とするょうな方法で形づくられるので 

なけれぱ，現突的とはみなされないのであるJ。
「社会主義社会を建設する中でこれまで達成されて 

きた諧結果は，これらの必要条件を強調するための諸 

条件を創造してきた。それらは第4 次5 力年針画の中 

に具体的な形でふくまれているJ。

〔論点V〕 調盤に対ナる計画の必要条件 

r調整は消費と蓄積の問の妥当な割合（具体的にいえ 

ぱ1971 以後の計画においては1970年に到達した水準をふ 

まえて）をま 張すべきであり，それは，増大したスト 

ックのシァを割りびいて，計画に搏定された蓄積構 

造に対だすべきこととなるJ。
「全体として調 整 シ ス テ ム は企業をして経済成長， 

更に国民所得の成長に強い関心をも つ ょうにさせるぺ 

きである。ょり強度な刺激は企業間の広い分化をあき 

らかにすすやるでちろう。社会の利益と一致した多様 

化 ，変化をつために，異つた利潤が作業にぉけろ真 

の相遣を反映するという努力がなさるべきであるJ。

「比較的不変な貨幣価値は動態的均衡上の強調にょ 

つて条沖づけられている。均衡を強化することで，生 

産者価格と消費価格水準を安定するという努力が必 要  

でもるJ。

r生産性の着な墙加は効玲5を改# する基盤である。 

化きた労働の効率的利用で の 加速鹿的な増大は,労働 

供給が消耗しつくすょうな敏向を示すところで の 増大 

する発展の不可分の要素である。短期の結果は余剩労 

働の再配分を刺激するぐと，合理的,地域的発展に対 

する適切な調盤を実現することで促進される。生産性 

の継続的増大は，近代的技術の使用，ょりょく組撤さ 

れた作業，さらに今日的な/」シ物を生産するととで長 

期に到速される。調整の全システムはこの効果に向つ 

て努力をすすめるべきである」。

「企業の自主的決定の傲域は経济的Iむ己管理の新し 

いシステムの極的効級を後々にひろげてより大きく 

拡大さるべきであるJ。

【'計画の一般的0 標は経济競争をふくむ。生途の;计 

回iされ’たわり合は，一般的に殺♦の债域を措いて製造

競争は，社会主義的諸国と資本主義諸国の両方から輪 

入の可能性の探求を強めてゆくこと，’すなわち，価格 

政策, 種々な金融上の手段を利用して輸入競-争に対す 

る国内市場での諸条件を創造してゆくごとで，生産諧 

企業，流通諸企業の独占的地位の合理的廃止によって. 

も乂促進されるべきであるJ。

r消費に対してより広巩な品目別の対応を確保した 

上で，取》̂1は売上高を増大し，供給を促進し需要と 

安定的にむすびつく必要なスト';)クを保有しそれで 

生産者達に対する刺激的効東をもたせることに関心を 

得させるべきであるJ。

r経済の各部門間の増大するファンドの妥当な配分 

を保証するために，企業資本の分配に対する領域は解 

放されてしかるぺきである。もし自己金融比串が，今 

日演じているのより動態的な状態で余りないように縮, 

小されるであろうともJ。

「生産力の地域的18展を促進するメカニズムは，

般的調整装置システムの中で進展すぺきである,》。

「計画は本来ある傲域（個々の，又は総額め投資， cMt. 

発展-/ロジェクトなど）の中での直接的調整装置（巾央法 

定期婦）のす!J用も乂予想する。 その最も重要な形態は. 

発展政策と関連づけて考えられるJ。 ’

〔論 点 VI〕 国 民 経 済 計 画 と 調 整 シ ス テ ム の 間 の 相 関 ， 

関 係 • 相 互 作 用

こ の シ ス テ ム は ， 国 民 経 済 政 策 を 肉 付 け す る 計 画 の  

主 要 な 目 標 の 実 行 を 保 誕 す る こ と を 意 味 す る と 同 時 に , 

そ れ は 経 済 的 目 標 に 効 果 あ ら し め る 必 要 条 件 を た て る . 
こ と を 意 味 す る J。

. r.ハ .ン.ガ . リ，一 管 现 シ ス テ ム に お い そ 国 民  

国 民 経 済 を 発 展 さ 4 ；̂プ[̂ 1づト}'|>ナ!1^̂ 6̂ すき-も ま お ん じ <?. 

み で も る 。 そ れ は ， 経 清 的 管 理 に 对 し て 資 任 を も つ 団 レ  

仏 ‘の 動 と 政 府 の ほ 動 に 対 し て 同 等 の ， 定 め ら れ た 方  

向 を 定 め る 一 ‘定 期 間 遂 行 さ れ る 経 済 政 策 .を 具 体 的 な 形 ： 

で 表 現 す る 。

stiiiは一定期fMjに次のことをふくむ—— 。経资発展 

の諸0標，先ず成長率，主要な比轉発膝の基本的， 

社会的，経済技術iVj課屈'，— ■諸目標とその利用方式 

を速成するために使用される物質的，知的，金融的方 

法，—— 計画化された発展を保証する調整婴置，それ 

らの適;nの驻本的謂原则主耍な数量的方法，ほ棚遂‘ 
行に対してなされる政府譜决走と諸斑定!。

r経 済 的 管 理 の こ の 新 し い シ ス テ ム の 下 で 経 済 の 中 ，
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央調整と管理は5 力年Eト画にある。 5 力年計画は経済 

の予測されfc発展の合理的評価，現卖的課題の設定を 

可能にするには短かすぎる。 しケし同時に経済め調 

n •管理に対してと企業経済に対しての両方の必要な 

見とおしを保賊̂するには長すぎる。調整装置のこのシ 

スチムの安走性は，長期構想の履行と箫企業のスムー 

スな作用を保証するある期間有効であるような調整の 

主要な法媒を必要とする* 経済的状況》企業ほ動は本 

質的に5 力年評画と国民経済の発展傾向を形成する調 

盤装置システムによって決定されるJ。

r発展の計画的性格は現実の成長データをともなう 

計画指標によって規定される。発展の評価は',計画自 

体の查定のちとの，履行にうらづけられた諸目標の質 

的比較を必要とする。計画指標力、らの逸脱は原初目標 

の到達を促進しようとする変化によって，諸条件を変 

ふ-ることによって.或いは計画の欠陥によってひきお 

こされることがときどきおこる。量的逸脱は必ずしも 

非計画的性格のしるしではない。.経済発展の計画化さ 

れた性格は，調整されたつりあいのとれた履行を意味 

+ ると理解されそべきであり，その主要目標が調和の 

とれた結びつきで，相互のぎせいにおいてではなく， 

到達されるべきであるJ。

「国民経計回iの指導的， 調 整 的 機 能 tせ画，特 

に長期の計画化は経済政策の諸目標から,そして必要 

とされる新しいつりあいから由来する。.すなわち計画 

化は市場傾向をたんに推定したり， したがゥたりする 

のではない„ .

— 計画計算は,.すべての経済的な方法を，さまざ 

まの深度において包含し，需要と供給の譜要素の問の 

適切なっ.りあいを達成しようとする- の主耍な要P  

をふくみ，需要と供給の問のバランスを保証しようと 

するJ。

r.—— •計画化は，企菜の利益ダ、その中で国民経済の 

諸利益と対立する傾向をもつような市場調整を発展さ 

せる。、し か は 一 般 的 に 挫 折 で は な く 発 展 の  

計画化された性格の強化に賞献するJ。

r経済管理システムは市場諸力の増大するインパク 

トを考慮にいれるJ。

r一 一 経済的，市場的方法が考慮に入れられ，評画化 

の中で予知される。そしてどんな計画もその履行の中 

でめ市場的諸条件によって算定する」。

r一 一 経済的単位である企業は法律的意味において， 

又発展に必廣な物的資産に関して自主性を'謀歌して 

いる。換言すれぱ，諸企業は找:資について，又極々の

東欧社会主義経済におけるC経済改革■!.政策の基盤M

資産の利用について（—— 諸能力，労働力，賃金，財̂̂〜プ 

の決走を行う資格を与えられているということで 

るJ。
r第4 次5 力年計画は，われわれの新経済メカニズ 

ムの諸条件の下で成立，出発した最初の中期許画でも 

る。計画化と利用可能な手段を統合するに加えて，計 

画立案者達は調整の可能性と方法に注自している.

〔論点vn〕
r調整システムの修正の他の課題は?国家予算の歳入 

を計画にしたがって生ずる歳出にあわせることである。 

歳出は1968年に設定した率での投資財顏の割りあて 

ど許画目標をもってずっと減少してこなかゥたし义 

減少していないので，社会的純所得の:傷中化は，新た 

な調整の下ではとんどわずかにしか高められていない 

し社会的純所得における利潤のわけまえは，利潤の 

形成の前に課せられた税の領域のわずか'な拡大によっ 

てやや減少するであろうし種々のタイ.トルの下にみ 

とめられた予算助成金も又そうであろうJ。
r調整システムの修正の結果として197G年から1971 

年までの純所得の増大は，本質的に中央ファンドに入 

っている。しかも，利潤のダイナミックな性格を考J霞 
に入れると，分権化された所得のわけまえは来たろベ 

き年にやや増大する.と予測されるJ。

純所得の分配構成

純所得の分配

1970年 1 9 n年

利 ’潤 69. r 68. 7

生産コストに編入された税* 

総収引高に組み合せられた所得**

41.2 42. 3

25.9 24.1

純所得紘計 137.0 135,1

国家の補助金 37.0 35.1

純所得 100. 0% 100. 0%

内中央集権化されるもの ’ 66.7% 69. 4%

分権的化されるもの 33. 3% 30. 6%

* * 取りI高税. 閲税，輪入取引说 
"Reform of the Economic Mechanism in Hungary De

velopment, 1968—71’’，ibid., p. 36.
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〔論点DO

,サ1^ ^ ^ ^ 調整装燈は， 、一、ロ. 附 r脚力通 
成 6 れる環境，諸条件をつくり出す。■の遂行は単 

調整装置に依存するぱ力、りではない。調整装置の最 

i r ごスアムも，国家の重要な，触の明のもる，指 
導的» なる棘をなしですまさせえない。とはいえ 

この管S は， かの直接的指令が必要とされるとをに 

それを放棄断念することはできない。この考え方;'も 

プのはじめから.管理システムの解決に反映されて 

たし国有企業の位置を規定する1967ィの法令傘 

( U w  Decree 11/1967) にも3^ くみいれられている」

け ^ の 調整機 構 の パ - トは，改 树 最 初 の 期 間 に  

は に よ つ て ひ き だ さ れ た 請 過 程 の 受 身 的 オ ブ ザ ー

よ:よ: : r ニニ
* 衣 fS の新しいシステムが，今日しられているすべ 

x j o m m m してはぃなぃとはぃぇ，確固たる基盤 

と，更に遠大な社会主義建設に有意義な結果を達成す
- hr jy nrr <r̂  j,, . . . . . '

轉勉き尊■ ゆ ね m

" る隙害と，社会主義的31;素が不十分にしかをM  f T  (、ん, R*
そ こ で 国 民 経 済 計 画 が 達 害 一 こ れ け ミ ム を 、、ト_̂ ズ伽八’1 と » していな、、隨

= 狀必要な経済的諸条仲を確保すること^^;^し論

一 一 "  fしし力、免吸してし、な、、隨

ぜ—— これは!(i-丧でもる部分と別個の部分とある）と社会主 

義» でもることの啊点の区別は.全く未成熟でけ 

もるが，额生起している"満足するにはほど遠い効 

4 の̂強化を1 _嘯することによ，て解決できると思ゎれ 

る問題"に対する經济躺の有効性を条件つキで楽観 

すらみえる歡评施していること，さらに強調する 

過渡期" 性が， その改黎自体にどのよぅな限界をも 

つていようと，その改] 自体をふくめて新し、、段階み 

新しい経济政策,1よ•題の出現を予告する，も.のでありぅる 

しと, をよみとるととができる。最後の点は特に興味 

かものがもり，これは前稿I, a で確認した束欧社 

巧主義経抹の，発展段階自体の推足と関連して今日の 

社会主義経済の性格を考える1 つの指標を提供ネる 

と考えられるのである。 ’

他力，価格.資財管新 次 官 p y  V a llu sと同部長 

Lさszl6 R 4eス氏執策にかかる価格システムとその発提

といラ舉においての価格政ポの課題としての次の如ふ

諭Aおは炸II r  X

ニ れ か ，ハノヵジづ局の経済改他対する公式見 
解としてま と め ら れ ， プ タ ペ ス ト の ハ ン ガ リ ー 科学ァ 

力フ ス 一出版局か ら 公刊さ れ た "1 9 5 8—1 9 7 1 年 の ハ ン  

ガ リ ー » 発赋おける経済機溝の改『 （プ タ ぺ ス ト 

19 7 2 % プ タ ベ ス ト て ゾ す リ 編 募 者 で ， ハ ン ガ リ 一 国 民

り1 価格政策の基盤は,価格の基本的機能が生産者シ 

消費者を方向づけ，刺激することにあるとするi968^fi 
経済改舉に求められる。価格シ ス テ ム は経済的資源の 

合理的利風袖鞭に対する生産の舰;，時代にあ 

つた生産品目の掀大，需要と供給の間の均街と同様な 

経済的'ft糟バタ - ン の 職 の を 軸 す る 。価格改 

举の結果, , もし価格が①生費, ②市場の価値審g ,
経済計画庁次官でもるo t "  Gado，の’ m - ^ r m  ニ S ミン価格が①生ま費，②市場の価値》  
する見解め要約でぁる。経済atV|Vが; ムキぎ-.PCン:デミ済政ポにつぃての国家の選択優先権の統合的効果 

の途上にハンガリ- が直而? 展 ；；反映するならば, 価格はその基本■を達成して

t 社i S ニ れ : ? ニ^ よ: ： / 寧 ぐ 5 力年計画の価格政策の課題は，主として 

上の政筑として標設定にぐコぱt ；：ま ニ ， 1968年の価格改填の下にもる》 が十分にまだ実現し

: ニ : = ユ する#効率にょくの例外のために，市場は価格に十分悠約的効果をJ ；

. ニ ニ ;ニ::ニニ: : ごめ：
( 3 ) % ^ »  r奥 , , 格 と 所 得 政 策 j な ど が ぁ る 。 の 巾 の 馆 一 節 ， 《 の 农 定  

r  i 認 ：：；̂ i り い ; ハ ン ガ リ ー で の 概 念 を

: S ま^
?ごを必，すると* に《効水技よニ:：
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だあげていいこと" がみられる。われわれの现価格 

政策は,過の必要条件によって特徵づけられてお 

り，したがって余りにもアウタルキー的である。価恪 

形成の初期に不可避的な国内投資メカニズムと密接に 

関速する特徴一 一 は,今日的欠條として漸次世界市場 

価格とかかわりをもつようにしむけていかなけれぱな 

らなC、が，これはかんたんなことではない。アクタル 

キ一価格システムを主張することは，先ず生産コスト 

に?ぶ礎をおいた公定価格の残存ではなく，価格とゴス 

トを適合させる"金融のかけはし" を意味する。ここ 

で価格競争は，往々にして現在の国際的技術水準より 

しぱしぱ不当に高、現卖の投入高への有^^な影響を不 

能にするし価格は企業の経済的り:業効率を反映しな 

い。しかし改本の本来のin的にしたがって.競争価格 

シスT ムの要素を前而にもち出すよう努力がされてい 

る。 -
a ) 消費価格は，生産者価格より尚やや分離して、 

る。1968年.改举は消費価格にはとんど影響を与えなか 

っすこ。合理的な比率への接近—— 市場の均衡と生括-基 

準政策の必要条件を港慮して—— が漸く達成されえた 

にすぎない。

b ) ハンガリ一価格メカニズムは，公式に ®定され  

た価格 . 公式に最大限度をきめられた i i 格と .公式に  

定められた限度 -内を丁度自由価格のよう ifこ変動する価 

格から成っている。 flij二者の価格は市場見糖りを妨げ 

る。競争の多かれ少なかれ欠まによって鏡争価格への 

発展は満足なものではない。

、C ) 現在の生鹿者 f;iii格は，価格関係が数源の適切な 

わり合をもった資金に:^-礎をおいていないという理山 

で反対されるであろう。 間題は， 資本投資が創高で 

(資本Wの価格，利子率，累進m が く 信 卿 ]が短 .いなど〉 

企業をして価格を騰貴させることにある。

d ) 工業脚格水準はより高く';， 産物価格は不当に 

低い，’というのがこの3 年間の経験の示すところであ 

る。エ集生産物の価格水準は，大そう高度化した資金 

単位ぎり価格水準と，高い利潤の故である。農業部門 

にお、ては，このよりひく V、侧格水準を保ったままで, 
僵業か座を促進することのできる適当なお利性をもっ 

た諸条件を剑造できるかどうかが問® である。

われわれの経済の臾拓する構造的諸条件は，/生库技 

術的，ホ場的狀況に対して上記のような猪条仲が発展 

を破かいする障害的廣素として^-部みなされるであろ

n$!際 的 効 率 （競争wi略）を 反 映 す る 価 格 へ の 発

展は，複合的経济究展によってのみ実現可能でえらろ

「われわれの価格政策の中心的課题の 1 つは企業に

約された効率をひきいれることであるけれども，競 

争価格に近づくために，外国市場制格関係のたんなる 

ひきうつしと，それの国め市場価格への導入はわれわ 

れの発展を墙進しないであろう。.1971〜75年計画期問 

における積極的な準備成果は， いくつかの前提条件の 

作成にあらわれる。たとえば外国貿易の分野での調整 

として，関税，国家補助金，貿あ政策，園内政策分野 

では，企業利益の増進，金融システムの淀進など（1%^ 

キ. 1 月 1 m こ価格政策の突?}i の条件として—— 0 内価値をま 

わす理想的価格 <アウタルキーflUi格〉が真の価格として作;]] 

すべきである一一金融調盤がサポーターの役割をiji;ずること 

になった）（p .4 ^ j。

「金融的， 価格操作的手段に加えて経済競♦の增加 

は価格関係の仓理的変化を増進させるべきである J 。

r生こ産財， とくに後械生産の分野においては.価格 

水準の騰貴は社会主義諸国から輸入された機械との適 

当な鏡ホによって妨げられるにちがいない。 さらに計 

画化された生産力增大に加えて . ある分野，で の けこと 

えぱエネM:.産によるf t宅 説 ）のコストダ '> ン力';工業生産 

物価格水準一般をひき下げるよう作用するであろう J。

r消費財価格の関係は生産者 filii格関係に近くなるに 

ち が い な 、。収引高说シスチムの簡素化により発展が 

それぞれの問の連関を近づけるよう機能するべきであ 

る」C

r価格メカニズムはホ楊均衡の強化によって，合理 

的な商業関係の発展を妨げる制約をときはなつことに 

よって漸次改善されなけれぱならない J。

「ある分野においては , 実® 的変化が， より好都合 

なホ場効果をもって価格関係に生じるにちがいない。 

それは .炭化水 31$の価格が1971年 1 月 1 日より低落さ 

れることで固型燃料の価格に対して新 I A 、条件をっく 

り出すからである。乂プラスチックと非效企厲の価格 

の修正の必然性も決范されている。 これらの站果によ 

って； その他の分虹'の価恪も又愿正されるであろう 

(P- 57) J .
前 稿 n では， び 諸 |iミでの経^：̂発展とそれにともな 

う 所 得 . 1̂ニ金 の 上 好 が 需 要 を 增 ナ し 格 政 娘 に 新 た  

な課題を提起したことをみた。社会主義経済の発朕が 

国内におけるメ力ニズムの進展の小や ?}i実的に遭遇す 

る諸問題が，社会主義の理論の 4 ,での課題として提起 

されたのか，当 該 社 会 主 義 の も つ ;R 体 的 歴 史 的 諸

89(701)
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条仲な、しその国を社会主義経済に導びかざるをえな 

かったような歴史理論的課題と関連しての社会主義経 

済理論の課題として提起されたのか，という檢討は,や 

はり今日の社会主義経濟がますます世界市場の中で2 . 
つの体制の一方として，他方と深くかからりあうよう 

になってくる今日とくに重耍であるように思われ(|>。

この施格政策の課題の執iE者は，ハソ ガ リ一の国内価 

格メカニズムが，国際的な世界市場価格と不可分に考 

えられるような，そのような考え方で価格メカニズム 

を指定することが，ハンガリ一 経済の，より深く社会主  

義的な発展をすすめる条件であると考えているしそ 

の背景にはハンガリ一の技術水準と世界の技術水準と 

のかかわりあいにおける価格形成, の考え方がある。 

彼のいう"ァ>>タ ル キ 一 的国内価格" にかかわる"価 

格政策，，の政策としての意味は，今日的時点で再考す 

る価値があるように思われる。社会主義経済における

価格形成機構とそのメカニズムとの関連での迫求は， 

やはり，前述した，今日の社会主義経済の基本的性格 

を解明する1 つの平がかりを与える。既成の中央集権 

的評画化方式を暗黙の前提にしたSocialist Economics 
のよってたつ基盤自体を，資本主義経资の百己否定者 

としての社会主義経済メ i3 ニズム設定の立場から蒋検 

討しようとするこころみは，分権化が中央集権化の一 

変形形態，経済改革がその発展の一局面にとどまるも 

のであるととを必しも許さない。生産力自体をふく 

めた社会主義経済の総体の把握の再検討は,,純所得の 

循環メカニズムの資本主義との比較をふくめ，今II次 

第に歴史的熟題となってゆくのではないかと考えられ 

るので'ある。この課題‘は，以上研究ノートI ,  D,  m 
をふまえて， ささやかながらーつの論稿（本誌1974, 
1予定）に緒後される。

■ (経济学部教授）

注（4 〉 ハ ン ガ リ ー の経済改ホ と 計画化 （I. F H s s , ハンガリ一ァカテ *ミー会員） を， 他 の 国 と の 比較にお い て ， ハ ン ガ リ ー 科  

，i-，ア カ テ；一の土缴経济調舰究国際会議上 明 ら か に し た 文献力；例 の "Pfogress a n d  P l a n n i n g  in Ind u s t r y " — P r o 

ceedings of the International Conference o n  Industrial Economics, Budapest, 14— 17 April, 1 970, edited b y  

Zoldn. R o m a n ,  A k a d 6miai K i a d 6 Bud a p e s t  1972, (English edition supervised b y  G.F. R a y ,  National Institute of 

E c o n o m i c  a n d  Social Research, L o n d o n ) でもる，ここでは，そ の 他 ハ ン ガ リ 一 の 問题とし て "ハ ン ガ リ  一二じ業におけ  

る長期計画化 ’’， （Gy .  C u k o r  くハンガリーアカデミー会ほ >), << 同 刷化 " （ハ ン ガ リ ー 斤のエ猿部 門 部 長 ） の 

報告と コ メ ン ト （ポ 一 ラ ン ド ， BI刚研究所次提)， "ン、ンガ リ ー に お け る {̂4中 化 と 特定化 ，，（ハ ン ガ リ 一 大蔵省調査研究 

部デイ レ ク タ 一 ） 等 が ある，ここにハ ン ガ リ ー の 今 riの工業/上産力水準と評画化 の 段階的 つ な が り が よ く よ み と れ ， ホ 

力;の "改の過渡朋性，，の主张と対応する。 .
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